
令和8年度  老朽管改良工事設計業務 
 

 

 

 

 

出雲市道斐川46号線他 (碇下)老朽管改良工事 
図番番号 図  面  名  称 備  考 

01 全体計画平面図  

02 横断図面  

03 配管詳細図（1/2）  

04 配管詳細図（2/2）  

05 水路添架部詳細図（1/2）  

06 水路添架部詳細図（2/2）  

07 給水管切替工詳細図  

08 給水添架管詳細図（1/2）  

09 給水添架管詳細図（2/2）  

10 土工標準断面図・路面復旧図  

11 仮設給水管詳細図  

12 舗装復旧平面図  

13 既設管廃止平面図  
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名　称 線　種
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注意事項

・水道管位置は、近傍の仕切弁と資料からの推定であり、全く不明な区間もある。

・給水管の分岐位置は資料からの推定のため、本管の施工前に分岐位置を確認すること。

なお、農業用水取付管・宅内からの下水道取付管の深さは不明のため、施工時には注意すること。

基本事項

出雲市斐川町三分市地内
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横断面図
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図面番号 縮　尺

年　度

施工場所
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注意事項

・水道管位置は、近傍の仕切弁と資料からの推定であり、全く不明な区間もある。

・給水管の分岐位置は資料からの推定のため、本管の施工前に分岐位置を確認すること。

なお、農業用水取付管・宅内からの下水道取付管の深さは不明のため、施工時には注意すること。

出雲市斐川町三分市地内
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水路添架詳細図(1/2)
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図面名称

工事名

図面番号 縮　尺

年　度

施工場所
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西 東

給水管切替工詳細図

1
.5
1

斜
管

0.50

2.
56

1.00

180 660

1750

820

20042(20440)

(埋設標識ｼｰﾄ)
給水土工-② L=2.7m

90 90 770 110
(1360)

2510 5000 5000 1600 1294 210 500 110
110

2560
110
110 1000

820 2780 1110

給水土工-② L=4.7m

962

給水土工-①

(埋設標識ｼｰﾄ)

給水管工 HPPEφ50 L=27.796m(28.730m)

露出配管 L=18.8m

L=660
仕切弁室H=0.7m

EFｿｹｯﾄφ50

EFﾁｰｽﾞφ50×50
L=35+35+H180 EF形ｿﾌﾄｼｰﾙ仕切弁(S-S)φ50

EF両受ﾍﾞﾝﾄﾞφ50×22°1/2
L=90+90

EF両受ﾍﾞﾝﾄﾞφ50×45°
L=110+110

EF両受ﾍﾞﾝﾄﾞφ50×45°
L=110+110

FCDｼﾞｮｲﾝﾄ(P-V)φ50×φ50
既設管切断VPφ50　N=1箇所
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X分

止
水
栓
用
ｿｹ
ｯﾄ

HPPE管(二重管)
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1

1
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1
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1 4
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1
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1
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1

1
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急速空気弁

φ25

1

1

1

1

10.35 7

11.4
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0.6

4.9

1.0

(埋設標識ｼｰﾄ)

給水土工-①

(埋設標識ｼｰﾄ)

(1830)

1294
(1830)

A 4.002.102.102.40

4000

18.3810.35

(二重管)(二重管)(二重管)

空気弁用

枝付き直管

(二重管)

φ50
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直管
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(二重管)

1
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出雲市斐川町三分市地内



図面名称

工事名

図面番号 縮　尺

年　度

施工場所

図示

AS

AS

矢板

ヘドロ

西 東

8
00

3
26

8
00

EF
両
受
ﾍﾞ
ﾝﾄ
ﾞφ

50
×
45
°
(V
B)

L=
11
0+
11
0

16005000

支持金具取付工～7箇所

18110

EF片受ﾍﾞﾝﾄﾞφ50×90°(CB)
L=160+210

防護コンクリート

防護コンクリート
□350×L850

防護コンクリート

給水添架管詳細図

コンクリート取壊し・復旧工

コンクリート取壊し・復旧工

吊り足場(1.5m×17.9m)

5000 4000962 2510

1100
単管パイプ

安全ネット

足場板

直交クランプ

足場パイプ

安全ネット

吊りチェーン

1500

注意事項
・施工方法を十分に検討のうえ、注意して作業すること

2500 2500 2500 2500 2500 2000800

支持金具～7箇所
AS

AS

架設足場断面図(参考)

EF
ｿｹ
ｯﾄ
φ
50

ｿｹ
ｯﾄ
ｶﾊ
ﾞｰ
φ
50
用

EF
ｿｹ
ｯﾄ
φ
50

ｿｹ
ｯﾄ
ｶﾊ
ﾞｰ
φ
50
用

EF
ｿｹ
ｯﾄ
φ
50

ｿｹ
ｯﾄ
ｶﾊ
ﾞｰ
φ
50
用

EF
ｿｹ
ｯﾄ
φ
50

ｿｹ
ｯﾄ
ｶﾊ
ﾞｰ
φ
50
用

(1360)

□350×L1750

サ
ド
ル
付
き
ね
じ
込
み
空
気
弁
φ
50
×
φ
25

橋梁部保温材　L=18.81m　

保
温
ｶﾊ
ﾞｰ

出雲市斐川町三分市地内



図面名称

工事名

図面番号 縮　尺

年　度

施工場所

図示

二重管保温工図S=NON

300

150150

100100 100

　　　管体が傷つかないようにしておくこと

210

6
60

1
07

8
50

2010783

83

　　　管体が傷つかないようにしておくこと

AS

VPφ250

900

1
60

防護コンクリート

□350×L850

　　　現場で地表からコンクリート部が露出しないように調整すること。

350

1
00

1
00

3
50

100100 150

1
50

1
00

2
1
0

45 100

145 80

225

3
5

6
5

6
6
5 7
3
0

M
1
2

35

接着剤にて貼付け

出雲市斐川町三分市地内



図面名称

工事名

図面番号 縮　尺

年　度

施工場所

図示

土工標準断面図

土工-③
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M-30
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1
50

1
20
30

市道
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被
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RC-40
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土工-②
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φ50 h=300

RC-40
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掘
削
深
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0
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60
土
被
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2
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5
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RC-40 1
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路面復旧図

仮復旧 本復旧

掘削幅 影響幅

表層工(再生密粒度Asc20)

上層路盤(粒調砕石(M-30))

下層路盤(再生砕石(RC-40))

仮表層工(再生粗粒度Asc20)

上層路盤(粒調砕石(M-30))

下層路盤(再生砕石(RC-40))

1
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1
00

50

3
00

1
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1
20

30
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00

標識シート

本復旧　5-10-15
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質
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土
被
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出雲市斐川町三分市地内



図面名称

工事名

図面番号 縮　尺

年　度

施工場所

図示

仮設給水管平面図・詳細図

仮設給水管詳細図

K1AS

AS

VP250

AS R

左
岸
集
水
路

AS

E:控柱

仮設土工標準断面図 S=1:20

仮設土工①
市道

掘　削 埋　戻

φ50 h=1200

レ
キ
質
土
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60

発生土
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土
被
り
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φ50
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仮設撤去土工①
市道

掘　削 埋　戻

φ50 h=1200

As
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600

30

土
被
り
 
1
20
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特記：埋戻工はCBR20以上のものを使用すること。

レ
キ
質
土 発生土

V
P
φ
5
0
 
d=
1
.2
m

18.00 SKXｿｹｯﾄ(P-V)φ50×φ50
既設切断塩ﾋﾞ管φ501.70

VPφ50
d=不明

既設位置不明

仮設給水工 PEφ50 L=24.50m(26.90m)

露出配管 L=19.9m仮設土工①
仮設撤去土工① 仮設撤去土工①

仮設土工①

1.00

2
.3
0

仮設給水管工 PEφ50 24.50m(26.90m)

給-1

給-2

ｹﾞｰﾄﾊﾞﾙﾌﾞφ50
PE用ｵﾈｼﾞφ50 N=2個

PE用ｴﾙﾎﾞφ50×90°

PE用ｴﾙﾎﾞφ50×90°～2個

PE用ｴﾙﾎﾞφ50×90°～2個
立管 L=1.2m

立管 L=1.2m

仮設給水管工

SKXｿｹｯﾄ(P-V)φ50×φ50
既設切断塩ﾋﾞ管φ50

仮設　給水管一覧表

合　　　計

給水台帳番号 氏　　　名

計画本管

管種管径 土被り

計画
接続
口径

標準図

詳細図

延長 切断数

備　　考

1.2 24.5 26.9 7 5 2

SKX
ｿｹｯﾄ

2 1

1.50

24.5 26.9 7 5 2 2 1

出雲市斐川町三分市地内
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図示

図面名称

工事名

図面番号 縮　尺

年　度

施工場所

舗装復旧平面図

舗装復旧平面図
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S=1:1000
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本
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旧
A
s
5
-
1
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外側線(白)実線15cm L=340.0m

出雲市斐川町三分市地内



AA

図示

図面名称

工事名

図面番号 縮　尺

年　度

施工場所

既設管廃止平面図

既設廃止平面図
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モルタル注入 VPφ30 L=176.0m モルタル注入 VPφ40 L=160.0m モルタル注入
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（参考）既設管中詰め
　　　　モルタル注入量

モ
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タ
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注
入
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